
事業実施地域・
協力園校

【実施地域】
袋井市全地区
【協力園校】
幼：公立幼稚園３園、私立幼稚園１園、私立保育所１園、私立幼保連携型認定こども園３園
小：公立小学校４校

架け橋期の
コーディネー
ター等

【配置人数】
２名
【経歴】
・元公立幼稚園長1名
・元公立小学校長1名

架け橋期の
カリキュラム開発

会議

【会議委員人数】
１４名

【開催数】
計１３回

【委員属性】
公立幼稚園長１名、私立幼稚園副園長１名、私立認定こども園長２名、私立認定こども園教頭１名、公立小学校長２名、
公立小学校教頭１名、公立小学校主幹教諭１名、教員養成大学教授２名、地域の有識者２名、保護者代表１名
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架け橋期の
カリキュラム

【開発主体】
・周南たちばな学園（１公立幼稚園、１私立幼保連携型認定こども園、１公立小学
校）
・袋井あやぐも学園（１公立幼稚園、１私立保育所、１公立小学校）
・南の丘学園（１私立幼稚園、１私立幼保連携型認定こども園、１公立小学校）
・浅羽学園（１公立幼稚園、１私立幼保連携型認定こども園、１公立小学校）

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

幼稚園 保育所 幼保連携型
地域裁量型 小学校

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立
施設数 ８ １ １３ ５ ７ １２

園児・
児童数 ２５３ １１５ ９１１ ６２１ ８５４ ４９３５

静岡県袋井市教育委員会
【総人口】 ８７，８９４人
【主担当部局】袋井市教育委員会教育企画課

（幼小中一貫教育担当）
【主な関係部局】袋井市教育委員会子ども未来課

（公立幼稚園・保育所・認定こども園担当）
袋井市教育委員会学校教育課
（公立小学校担当）

【自治体 関連URL】 https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------I------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

https://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/


既存の幼小接続カリキュラムを活かして接続の期間を２年間に拡げ、研究協力園、協力校を中心に架け橋期のカリキュラムを作成し、学園（幼小中一
貫教育）の組織を生かして、全園・全校においてカリキュラムに関わるプロジェクト（事業）に取り組んだ。
取組１ カリキュラムの作成、実施、検証・改善・・・開発会議やワーキンググループでの検討、合同会議や担当校長会等で進捗状況の共有
取組２ 交流・体験事業の充実・・・機会の増加、内容の充実、対象の拡大
取組３ 教職員の連携・・・異校種参観・体験の機会の拡大による資質向上、合同会議の内容の充実
取組４ 特別な支援を要する子供への対応・・・十分な情報共有と事前参観による不適応の防止
取組５ プロジェクトの理解促進・・・園・校内研修での啓発、架け橋通信による情報発信

背景 公立より私立園、幼児部より保育部に在籍する子供の増加、発達障害や外国籍など支援を要する子供の増加など、小学校就学前の状況の変化
目的 本市が推進する幼小中一貫教育の中で、全ての子供たちの学びや生活の基盤を育む幼保小の円滑な接続を通して、「試したり、考えたり、伝え合っ

たりする」力を育む
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

静岡県袋井市教育委員会

事業の背景・目的

取組方法・内容

〇 多数の小学校に卒園児を入学させる園の対応・・・学園（中学校区）版に加えて、袋井市版（共通版）のカリキュラムを作成
〇 事業理解や取組に関する園・校の教職員の温度差・・・架け橋コーディネーターや幼児教育アドバイザーによる園・校への積極的な訪問と助言

事業実施上の課題と解決方法

【成果】（市）・事業理解の浸透と、カリキュラムに基づく育てたい姿を意識した教育・保育の全園・全小学校における実施
・子供同士の交流活動の充実と教職員の連携事業の深まり
・保護者への周知による事業理解の深まりと満足感の向上

（園・校）・１年生スタート期の登校渋りや泣いている子供の減少
・園から小学校に対する「壁」の意識の軽減と互いの教育・保育の理解の深まり

【課題】（市）・学園主導による架け橋事業の確実な継続
・重点とする力の育成の継続と検証

（園・校）・交流活動の対象児の拡大による保護者の不安の軽減

事業の成果と今後の課題

袋井市教育委員会

※

幼小の円滑な連携・接続のために、市内全ての園・小学校で

「架け橋期のカリキュラム」を実践していきます

3歳から15歳までの

育ちと学びをつなぐ

※幼小中一貫教育
この表記のうち、「幼」とは、幼稚園・保育所・認定こども園における幼児教育全般を指します。

架け橋期のカリキュラムとは
袋井市が進める幼小中一貫教育は、人格形成の時期で

ある幼児教育を充実させることに最も重きを置き、それ

を学校教育に円滑につなげることを目指します。特に、

５歳児と小学１年生の２年間を「架け橋期」と呼び、

幼児教育と学校教育のつながりを重視した教育を進めま

す。子供たちの学びや生活の基盤を育み、さらに学びの

意欲向上やつまずきの解消につなげるためのカリキュラ

ムを新たに作り、それに基づいた実践をします。こうし

た取組は市内全ての幼稚園・保育所・認定こども園と小

学校が連携・協力して行います。

保存版

子供たちの力を効果的に引き出す
小中学校の９年間に３歳児から5歳児までの幼児教育を加えた12年間を通して、一貫教育カリ

キュラムに基づいた教育を行うことで、系統的かつ効果的に子供たちの力を育成します。

小学校・中学校間の主な差異

幼小中一貫教育でめざすもの
今の子供たちが社会人になる頃、日本や世界は

どのような時代を迎えているのでしょうか。

しかし、どんなに時代が変わろうと、子供たち

には変化を楽しみ、たくましく生きてほしいと思

います。そのため袋井市では、幼小中一貫教育を

通じて自分で行動する力とまわりの人と協働

する力(自立力と社会力)をバランスよく身に

付けさせたいと考え、幼小中を貫いた市独自の

カリキュラムを開発・実践しています。

中１ギャップ

小１プロブレム

とまどいの原因
①生活習慣の変化
②対人スキルの未習得など

①授業形態の違い
②指導方法の違い
③評価方法の違い
④生徒指導の手法の違い
⑤部活動の有無

袋井市キャラクター

フッピー

令和６年４月

架け橋カリキュラム版

③教科カリキュラム

（国語・算数・数学、理科社会、体育など）

①就学前教育

カリキュラム
④教科外カリキュラム

（キャリア教育、生活指導、学数指導など）

②架け橋

カリキュラム

③教科カリキュラム

（国語、算数・数学、理科、社会、体育など）

④教科外カリキュラム

（キャリア教育、生活指導、学習指導など）

②架け橋期の

カリキュラム

①就学前教育

カリキュラム

袋井市が現在、力を

入れているのはここ

|
〔
—
し

｛ 

こ ご袋市幼小中一貴教育
．蘊
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

静岡県袋井市教育委員会

４月～５月 ６月～８月 ９月～１２月 １月～３月 ４月～５月 ６月～８月 ９月～１２月 １月～３月
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

知

識

及

び

技

能

の

基

礎

年長になった喜びと意

欲をもって生活する

就学に期待をもち、自

信をもって生活する

小学校の生活のルール

や学習の仕方を理解

し、楽しく生活する

生活のリズムを身につ

け、学習や活動に取り

組む

様々な活動や人々に関

心をもち、関わること

のよさや楽しさが分か

る

大きくなったこと、で

きるようになったこと

など、自分の成長に気

付く

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等

の

基

礎

考えたり、試したりし

て友達と遊ぶことを楽

しむ

好奇心や探究心をもっ

て身近な事象に自分か

ら関わる

小学校の学習や活動に

取り組む中で、気づい

たことを発表する

友達と考えや気持ちを

話し合ったり聞き合っ

たりする

自分の思いを話したり

書いたりして表現する

考えや気持ちを多様な

方法で伝え合ったり、

振り返ったりする

学

び

に

向

か

う

力

・

人

間

性

等

友達の良さに気付き、

関わりを広げる

友達と協力してやり遂

げる楽しさを味わう

自分でできることや新

たな活動に、進んで取

り組もうとする

学習や生活の目標に向

かって、進んで自分の

力を発揮しようとする

友達と互いに励まし合

いながら、主体的に学

習や活動に取り組もう

とする

成長を確認し、２年生

への願いをもって意欲

的に生活しようとする

気持ちよく生活するために必要なことに気付

き、自分で取り組む

目的に向かって、実現するための方法を考え

て工夫して遊ぶ

体験を積み重ね、物事にじっくり取り組む

５歳児（年長） 小学校１年生
月

ステージ

自
立
力
　
　
　
　
　
社
会
力

・健康な心と体

・自立心

・協同性

・道徳性・規範意識の芽生え

・社会生活との関わり

・思考力の芽生え

・自然との関わり・生命尊重

・数量や図形、標識や文字な

どへの関心・感覚

・言葉による伝え合い

・豊かな感性と表現

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

遊びを通しての総合的な指導

【５領域】健康・人間関係・環境・言葉・表現

知識・技能の

基礎

思考力・判断力

表現力等の基礎

学びに向かう力

人間性等

学びに向かう力

人間性等

知識・技能
思考力・判断力・

表現力等

生活科を中心とした合科的・関連的な指導

国語・算数・生活・体育・音楽

図工・道徳・特別活動

学

び

の

芽

生

え

自

覚

的

な

学

び

【遊びのプロセス】

遊びの創出→遊びへの没頭→遊びの繰り返し→遊びの振り返り
【学びのプロセス】

課題の発見→自分で考える→友達との交流→振り返り（納得解）

カリキュラムの開発で大事にした視点
袋井市の重点と育ってほしい子どもの姿

架け橋期の重点

　袋井市では「自立力」と「社会力」を備え「夢を抱き、たくましく次の一歩を
踏み出す15歳」を幼小中一貫教育をとおして育成しています。
　その中で、学びに向かう意欲の向上、学力の向上、早い段階でのつまずきの解
消のために、就学前教育・幼小接続プログラムを作成し、「経験を通して発見し
たり考えたりできる」ことを重点として、幼児期からの円滑な接続に努めてきま
した。
　新たに、レインボープロジェクトを進めるにあたり、５歳児から小学校１年生
にかけての架け橋期は、これまで以上に一人ひとりの子どもの個性や意欲を尊重
し、子どもの思考を促すことや、多様な考えに触れ、豊かな経験を積ませること
が大切です。
　そこで、架け橋期の重点を「試したり、考えたり、伝え合ったりする」とし、
公立・私立、幼保こども園・学校の種別を問わず、子どもに関わる大人が連携・
協働しながら思考力・判断力・表現力等を育みます。

「袋井市幼保小の架け橋期のレインボープロジェクト」

試したり、考えたり、伝え合ったりする

カリキュラム完成までの協議内容・プロセス

架け橋期の重点と育ってほしい子どもの姿の検討【開発会議】
↓

既存の接続カリキュラムを活かした事務局作成のモデルプランを参考に
学園ごとのカリキュラム（経験させたい内容、指導上の配慮事項、連携
事項を記載）を作成【ワーキンググループ】

↓
学園カリキュラムの提示・検討【開発会議】

↓
協力園・校から学園内への説明
【学園内会議・幼小合同研修会】

学園カリキュラムの実施【協力校・園中心に全園・全校】
↓

学園版の修正（要領・指針に示された資質・能力
の３観点で経験させたい内容を見直し）
【ワーキンググループ】

↓
複数の学園に卒園児を入学させる私立園の要望
に沿った袋井市版の作成・検討 【開発会議】

架け橋期のカリキュラムの実施【市内全園・全校】
↓

実践事例やアンケート等による検証

令和４年度

令和５年度

令和６年度

l J
 

―

―
 

ヽ

ノ



4

文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

静岡県袋井市教育委員会

袋井市版架け橋期のカリキュラム

「育ってほしい子どもの姿」は要領・指針の
３つの観点で記載

「育みたい（育成を目指す）資質・能力も
要領・指針の３つの観点で記載

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との
関連も文末に表記

学園版架け橋期のカリキュラム
・子どもの挑戦しようとする気持ちを受け止めた環境を構成する。
・互いの良さや考えにふれて、協同して遊べるような機会を意図的に設定する。
・少し難しいことに向き合い、友達と工夫して乗り越えていく場づくりをする。
・目的が明確にもてるように関わる。
・一人一人の頑張りを認め、クラスの子どもに知らせることで、よさに気付かせたり、頑張りを喜び合っ
たりする。
・関わりの中で互いの思いを理解できるように、相手の言葉や表情、行動に関心を向けられるようす
る。

・一人一人が興味をもって、週や一日の見通しを分かって行動できるような表
示の工夫をする。
・友達と一緒に力を合わせて取り組んできたことや、目的が達成されたことへ
の喜びが味わえるような生活づくりをする。
・自分たちで生活を進めている実感や充実感を味わえるようにする。
・共通の目的に向かって意見や考えがまとまる楽しさを実感できるようにす
る。

・協働して遊べるような機会を意図的に設定する。
・「任せて認める」ことができるよう、活動内容を自分で考え、実行できる場を設定するとともに、失敗も
含めた努力の過程を認める。
・「学習課題」「考える」「交流」「振り返り」の学習サイクルを身に付ける。

・友達との活動で協同性を学ぶことが小学校生活や学習の基盤となることを伝え、協力体制を築くよう
努める。
・学習面や生活面、行事での児童の様子や頑張りを認める。
・懇談会において、「浅羽学園の人づくり」の内容を取り入れ、さらに周知する。

・友達と一緒に力を合わせて取り組んできたことや、目的が達成されたことへ
の喜びが味わえるようにする。
・共通の目的に向かって意見や考えがまとまる楽しさを実感できるようにす
る。
・自分の成長に気付き、良さを実感できる環境づくりを行う。
・思考スキルを活用し、自分の考えを深められるようにする。

・懇談会等で１年の成長を伝え、保護者に家庭での様子を聞くことで、子供の
生活や学習の状況に対する共通理解をし、来年度に向けて学校と家庭が同
一歩調で子供の成長を目指すことができるようにする。

指導上の配慮事項

💛💛多様性への配慮

（赤の文字は学園の「任せ
て認める指導」との関連）

家庭との連携

💛💛多様性への配慮

（赤の文字は「浅羽学園の
ひとづくり」との関連）

・授業の中に遊びの要素を取り入れる。
・意図的・計画的に遊びを行う時間の設定を行う。
（１時間目）
・園生活の経験を活かした活動を取り入れる。

💛💛特支コーディネータ、外国人担当と担任が連携

し、個に応じて適切な支援をする。(年間)

・面談で１年間の見通しを知らせたり、保護者の願
いを聞いたりする。
・スタートカリキュラムの様子を見てもらう。（参観
会・学年便り）

💛💛個人面談等を通じて、困り感や配慮について家

庭と共有し、共に成長を見守るようにする。(年間)
・「浅羽学園の人づくり」について懇談会で周知し、
過程と連携して取り組む。

・問題や課題についてじっくり考える時間と場を設ける。
・児童の興味や関心をもとにした学習課題の設定を行う。
・体験的な活動や具体物操作などを取り入れ、学習意欲を高める。
・活動後の振り返りの時間を確保する。

・自己肯定感を高めるために認める言葉掛けを家庭に働き掛ける。
・家庭学習のねらいや方法について学年通信や懇談会等で丁寧に伝え、見
届けや励ましへの協力を得るよう配慮する。

・進級・進学に対する不安への対応を図るため、１
年間の見通しを知らせたり、面談で保護者の願い
を聞いたりする。
・接続のためのアプローチプログラムについて知ら
せる。
・「浅羽学園の人づくり」を配付し、家庭での活用を
促す。

・自分の力で生活を進める大切さを伝え、励ます、見守るなどの連携を図る。
・子ども間で起こった出来事については丁寧に受け止め、関わりの中の学び
を知らせ、理解につなげる。
・遊びを通して様々な意欲が引き出されることや、子どもが関心や疑問に思っ
たことを家庭でも一緒に考えたり遊んだりできるよう保護者に伝える。

・友達との活動を通して協同性が育まれ、小学校生活や学習の基盤となることを伝え、協力体制を築く
よう努める。
・家庭においても自分でできる仕事を見つけ、継続してお手伝いに取り組めるように働きかける。
・結果だけでなく、取り組む姿勢や過程を大切にすることで、子どもがよさを知り、肯定感が育まれるこ
とを保護者にも伝える。

・就学に向けて生活習慣を園と家庭で見直し、身に付けられるような生活を
促す。
・入学に向けて不安や疑問を解消できるようにする。（接続のためのスタート
カリキュラムについて知らせる）

💛💛保護者の願いを受け止めながら引継ぎを丁寧に行い、安心して就学につ

なげられるようにする。

指導上の配慮事項

💛💛多様性への配慮

（赤の文字は学園の「任せ
て認める指導」との関連）

家庭との連携

💛💛多様性への配慮

（赤の文字は「浅羽学園の

ひとづくり」との関連）

・やってみたい気持ちが実現していくような環境づ
くりをする。
・文字や数字、記号など生活の中で身近に感じら
れるようにする。（当番表・片付け等明示・誕生表
等）
・進級した喜びを十分に味わわせ自分から行動で
きるようにする。

💛💛個々の発達を捉え、他の子どもとつながり、安心

して過ごせるようにする。(年間)

・自分たちで考え、やってみようと思えるような場を多く設定し、その中で自分
の力を十分発揮できるようにする。
・不思議に感じたことへの共感、調べて分かる楽しさが感じられるようにす
る。
・子ども同士の意見のぶつかり合いや葛藤を大切にしていく。自分で乗り越え
られるように見守ったり、気持ちを支えたりする。
・子どもの知っている知識や情報を活かし関心が継続するようにする。

学園版には、学園の重点事項との関連や、「指導上の配慮事項」
「家庭との連携」「多様性への配慮」等を記載

5歳児から1年生の2年間を
８つのステージに区切る

展開する活動において育てたい資質・能力を確認
するとともに、園と小学校のつながりを把握

袋井市幼保小の架け橋期のカリキュラム 架け橋期の重点「試したり、考えたり、伝え合ったりする」

；阿三□ 見}2月

濯期のカリキュラム 架It橋期の重点「試したり、考えたり、伝え合ったりする」
スタートカリキ ュラム(1年生）

雫［国i：：日ここ］三三：しこ人：［こ栞ここよさ：棄し二 I；は ：：臼；1く』 ，こなった←となど

堕

自分思いを召したりaいたりして表夏する

きまりの必要住が分かり、守ったり考え合った内・ふ（自立・至藝・社会）

祖手の立項に立って．考えて行応す

|るA遵穏・社会J | •絵本や場"'項口、 百柔のもつき味やおも区池などに気付く． （百葉）

這＆直の

基歪

A/1石 ；l|茫江認品比月げ9灼 pt：界悶；；頃かって連ん吋 分の力を発閲と互いに且まし合いながぅ． 主体内に学習や舌団に口り紀もフと 1:g!h2年生へf/J扁いをもって乞a."IIこ生
褪覆健護な心とは 自立自立心 協同 筐同を 這鬼這璽を ・規配意量の芽生え ヒ会社会竺君との嬰n,J
g三 gミカの芽生え 立自然との知 り・竺命葦璽 長量 数量や酌 、五 ゃヌキなどへの畏心．g夏 含柔 含箋1こよるらえ合い 表視 豊かな呂さと表視

名門：言梵を知り， 安全にし！言5];『;:m;：和てmし？あてに同かって影て体を即かしてむし，冦l土m． （虹自し］？〗：t：1誓に即、紅に負Ita＃久り

菜し位封るために大如ルーII, ~保や当詈活取どの字艤妍t軍を船で命． ｛自立• |•E し9と思ったことは至気をもっ而m． （ 自立 ・ 差釦
1を遅餐する．（自立・這冦・社会） ・目）

かたかなや哀キlこ累茶を丼ち、伎い方を日ったり、印9たり註んだりする、

（気

伝え合いを連して、身近な人々と栞わること(J)よさや柔

はが分かる．ぼ急・百柔・表畏；l

虹 の項厨や紐． 人々 l項しみをもち．遍切に投する．（社会・自羨）

知叩(Ril!I的回りの差頓や活氏の塗11・片付は位の鯰そ遅して、生命をわかるこ玲は長に反I • 1 年殴配り返り、できるようこなったこと紐が与え
I沿どに自分から口り穏む． （自幻 ＜．（自鈎 ・自却 樟丑澤毎の度化を知り．生活雌子が哀わるこどこ気付く．｛自 1たこ祖m.m・自立・社会）

邑；l

至

み
た

叫象1項邸lこ嬰わり、自ら 1・巨じたことや考えたことを積々 な方まで表現することを 1・宍遅の聡に同かっ
気付いたり売見を棄しんだりする． 秦しt.（表乳・百業・巳考）
渇考・白慕・数量）

予想をしたり頑かめたりして単象へ雌わりを素しむ．

ぃ ＇自分の出を百棗て芦たり．友逗I（巴考gg．餃量・表現
資 1(/)邸や考えを聞いたりする、1思考
ii 1,奏,...ヵ・衷百棗）
員力耳の基璽

能
力

自分体や友達(/)考えを生かして」出N消えを広げて峯しt,ヽ (l!壽否箋

•自分の巴いや考えを相手に分かるよう l巧；業で伝えたり、相手の己を連餐して行懃したりする．信業・表現・思考・自立 ）

哀逢と相哀ば滋ら工夫し合って表畏する送目を楽しむ．（表乳・百棗・協目患号）

農哀や関心をもって試行巽旨以凶も避びを峯しむ．（白立・塁考）

身 なll種物に見れ．命を大切にしよ元する．（自塁・還穏）

樟 な々ことにほり逗ばIり紀み・黄めずにやり遅げる蓬咸臣を哀わう，（
立）

ぷ~`;霜をもち、道［霜霜•荘を元えて友達と磁合う． 菱言色たい翻呻手の状訟どIヰじて伝え旅辺5．ぼ考百 ，芯忠芦ばばかM身に付

・分かったことやJlつけたこと岳じた，具体物を伎って最量を比べたり、簡単なたU：・ひきg ,「字習涅患の辺蕊9「自分で考える』「友達at哀J「まとのと振り退りJliヽう •長量の畏長する項面を図で考え、 式や百業で表して餐
ことを友達に伝える，｛巴考百葉表 したりすふぽ号9餃量） 竿習サイクルで亨びを深める、｛巴考・百葉・表硯） 決する、侵考•最量 ， 百箋）
乳

見たことやしたこと、岳庄ことを追杉等で表翌し、伝え ・伝えtかことをグルーブで召し合ったりヌ章で表乳LIこりするパ患糞・百棗・・自分と友送の零えを比べ、 賃氏・反珂など自分の考えを
合う．（記表剥 厄 I1わきりさせ・その非を頚する．（畠目巴号百配

薗しい1年生l:、!i々 な方去で芋枝のことを分かりやす
江夫U社も伝える．（饂目・社会・巳考・言箋・表夏）

坦で出会う1i々な出来軍や人l項磁をもち．連んで棋わるうとする、（自 ・友送と意見を交わし．新しい考えや舌氏を協力して生み
立・社会） 1年虹（自立・畠同・己記

•いろいるな人と見れ合い甚わる中で．瞑の人に汲頃もっ ， （社会） ・自分の；；；持ちlご折強いをつ四畔函 ．；；菜や図工などの表哀を出して．自分の塁いを表哀 ・芋習や歪Eのめあてlご月かってJ還と協力辺がら舌叫叫（白・案云や虹 の人々 、友達などに支え汝て庄艮したこと

生活の中1埠畔桟量l北れたり践凶 だりして、輿味・恥を面砧．直記） 身近な自邸 触れ．不塁譴lこ岳吐ことを試したりヨベたりし這 競 叶・直） 悶忠如 芋ー吾叩知ぅ． （表和 ］立郎） h．ば謬；そもっ屯 紅 I写 ぱうと
衷：同的力• | •友達との謀わりの中で．役召を受け存つて邑文とを柔しむ ． （饂月） る．（紐・記・哀由 ・省や状況を考え而 釣はうとする，（社会・遅璽） 宗月こ同かうカ・ 会） ・竿習したことや経験したことを生かして生号はうとする、｛自立・豆且
人111せ等
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文部科学省委託事業「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究事業」 成果概要資料（令和４年度～令和６年度）

静岡県袋井市教育委員会
指導の工夫と子供の表れ 5歳児 1年生

・カリキュラムに基づく、育てたい姿を意識した教育・保育の実施。
・環境を生かしたり、思いや伝え合いを大切にした活動に取り組んだりして、
遊びを楽しむ中で学びの芽生えを育んだ。
・園での様々な経験や小学生との交流活動を重ねることで、小学校入学
への不安が和らぎ、期待感が高まった。

・裁量による時間数を活用した遊びの時間の確保や、時間割の弾力的運
用、合科的・関連的な指導による活動内容の工夫。園での経験を活か
した学習活動の展開。様々な園から入学してくることや支援を要する子へ
配慮した仲間づくり活動の重視。
・登校渋りや泣いている子が減少し、元気よく活動する姿が増えた。

カリキュラムの見直し・改善

実践事例による検証 実践後の気付きの書き込み 改善点
・実施後の気付きや検証に基づき、学園カリキュラムの「育みたい資質・
能力」や「経験させたい内容」等を指針・要領の3観点に沿って見直し
・すべての子供たちの円滑な接続を図るために、学園カリキュラムの「家
庭との連携」「指導上の配慮事項」の欄に、多様性（特別支援・
外国籍の子供など）へ配慮する内容を追加記載。
・具体的な活動の見直しは、園・校の実態に沿って各々が実施。

［学びに向かうカ・人間性等】

園の裏で捕まえたカナヘ

ピが餌を食べる様子に目を

輝かせている。どんな飼育

方法がよいか者える活動に

つながっていく。

・
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｀三

【思考カ・判断カ・表現力等の基礎】

連想カードゲームを通して

絵を見てよりよいヒントにな

るよう工夫したり、ヒントを

基に連想の福を広げたりでき

るようになっていく。

：：：：三i.》主 三

【知誨及び技能の基礎】

2歳児と一緒にかくれん
ぽをする。年長者としての

自覚をもち、2歳児に優し
く接することができる自分

のよさに気付いていく。

|【学びに向かうカ・人間性等】

B課の工夫により遊ぶ時
間を設定する。好きな遊び

を思い切り楽しむ中で、新

しい友達との人間関係をつ

Iくっていく。

【思考カ・判断カ・表現力等】

教科書の絵を見ながら園で

遊んだことを思い出させた後、

どんな絵を描きたいか友達と

伝え合い、思いを豊かに絵で

表現することにつなげる。

|【知識及び技能】

やりたい遊びは、子ども

たちが話し合って決定する。

遊びながら新しいルールを

自分たちで作り、よりよい

遊び方をしていく。
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